
次
世
代
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

仕
組
み
を

市
長
2
期
目
の
目
標
の
実
現
へ

着
実
に
前
進

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

家
賃
補
助
な
ど
支
援
の
拡
充
を

市
長
の
独
善
と
職
員
の
追
随

権
力
へ
の
忖
度

多
様
な
子
育
て
支
援
を
評
価

市
民
要
望
実
現
に
期
待

世
代
間
の
均
衡
を
留
意
し
つ
つ

子
育
て
支
援
の
充
実

財
政
規
律
を
守
り
な
が
ら

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

未
来
に
ツ
ケ
を
残
さ
な
い

財
政
運
営
の
今
後
に
期
待

市
は
国・都
の
財
政
状
況
も

市
民
に
伝
え
る
べ
き

日
本
共
産
党
狛
江
市
議
団

田
中
智
子

消
費
税
増
や
賃
金
の
低
迷
、
年
金
切
り
下
げ
な
ど
、

格
差
と
貧
困
が
広
が
る
中
、
市
民
生
活
へ
の
支
援
と

市
民
福
祉
の
充
実
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

本
予
算
に
は
、
私
た
ち
も
要
求
し
て
き
た
保
育
園

待
機
児
解
消
や
、
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
を
含
む

「
子
育
て
・
教
育
支
援
複
合
施
設
」
の
建
設
な
ど
、

市
民
要
望
に
応
え
る
施
策
も
あ
る
も
の
の
、
貧
困
と

格
差
が
広
が
る
中
、
市
民
生
活
へ
の
支
援
や
首
都
直

下
地
震
対
策
も
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
予
算

編
成
替
え
動
議
に
あ
る
よ
う
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ

の
家
賃
補
助
や
大
学
生
等
へ
の
給
付
型
奨
学
金
、
防

災
行
政
無
線
が
家
の
中
で
聞
こ
え
る
戸
別
受
信
機
の

貸
し
出
し
等
の
実
施
、
ま
た
介
護
保
険
利
用
料
の
軽

減
、
要
支
援
1
・
2
の
方
へ
の
認
定
ヘ
ル
パ
ー
研
修

の
充
実
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
本
予
算
に

反
対
し
、
市
民
生
活
支
援
策
の
拡
充
と
災
害
対
策
の

強
化
を
求
め
た
編
成
替
え
動
議
に
賛
成
す
る
。

狛
江
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

山
本
暁
子

在
宅
子
育
て
支
援
は
、
自
主
保
育
補
助
、
児
童
館

や
学
童
保
育
所
の
ひ
ろ
ば
事
業
な
ど
多
様
な
保
育
へ

の
支
援
を
評
価
。
今
後
の
人
口
減
少
と
超
高
齢
社
会

で
の
「
縮
小
型
ま
ち
づ
く
り
」
へ
向
け
増
設
す
る
保

育
園
の
そ
の
後
を
見
据
え
よ
。
教
育
複
合
施
設
建
設

の
基
本
設
計
に
は
熟
議
を
求
め
る
。
子
ど
も
・
若
者

計
画
の
策
定
と
支
援
マ
ッ
プ
作
成
を
評
価
。
相
対
的

貧
困
へ
の
対
策
と
し
て
中
学
校
標
準
服
の
価
格
実
態

や
地
域
差
を
把
握
す
べ
き
。
学
校
に
お
け
る
障
が
い

に
特
化
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
を
合
理
的
配
慮
と
し

て
保
障
せ
よ
。
緑
化
基
金
は
樹
林
地
の
買
い
取
り
や

公
園
確
保
に
活
用
す
べ
き
。
福
祉
農
園
の
課
題
解
決

を
要
望
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
促
進
の
取
り
組
み
を
評
価
。

総
合
事
業
の
相
談
窓
口
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
が
重
要
。
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の

拡
充
が
必
要
。
ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
等
へ
の
支
援
を
求

め
る
。
以
上
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

無
会
派

三
宅

眞

①
市
税
増
収
で
も
、
市
税
以
外
の
各
種
税
収
に
連

動
す
る
交
付
金
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
結
果
的
に
市

が
自
由
に
使
え
る
財
源
は
微
増
に
と
ど
ま
る
。
②
国

の
予
算
に
お
い
て
地
方
自
治
体
の
財
源
を
保
障
す
る

地
方
交
付
税
の
減
少
に
よ
り
、
臨
時
財
政
対
策
債
増

加
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
以
上
の
歳
入
要
因
影
響
下

で
の
歳
出
は
、
世
代
間
均
衡
に
配
慮
し
つ
つ
、
保
育

園
の
待
機
児
解
消
を
目
的
に
子
育
て
支
援
の
充
実
が

図
ら
れ
た
予
算
で
あ
る
。
今
後
も
選
挙
権
の
な
い
18

歳
未
満
児
童
へ
の
投
資
を
怠
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
ま
た
、
社
会
保
障
制
度
全
体
の
将
来
を

考
え
る
と
、
市
民
の
方
が
身
を
切
る
必
要
性
の
あ
る

こ
と
も
、
責
任
あ
る
政
治
家
は
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
。

他
、
予
算
化
さ
れ
な
か
っ
た
案
件
で
の
経
緯
に
言
及

し
、
市
管
理
職
手
当
全
体
で
4
6
0
万
円
増
加
す
る

中
で
の
市
管
理
職
の
責
任
や
職
員
の
仕
事
の
進
め
方

を
指
摘
し
、
新
年
度
予
算
案
原
案
に
賛
成
す
る
。

無
会
派

太
田
久
美
子

財
政
規
律
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、
市
長
公
約
は

予
算
に
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
と
一
緒
に
つ
く
り
上
げ
て
い
け
る
の
か
を
中
心

に
審
議
し
た
。
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
抑
制
に
可

能
な
限
り
努
め
、
経
常
収
支
比
率
悪
化
へ
は
歳
出
抑

制
が
図
ら
れ
る
。
市
長
公
約
は
ほ
と
ん
ど
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
待
機
児
対
策
で
は
、

保
育
所
5
施
設
を
開
園
し
2
5
5
名
の
定
員
を
拡
大
、

30
年
度
に
向
け
て
も
保
育
施
設
整
備
が
図
ら
れ
る
。

高
齢
者
対
策
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
確
立

に
向
け
、
国
が
定
め
た
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進

事
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
は
課
題
も
多
い
が
、
今
後
充
実
し
た
活
動

が
期
待
さ
れ
る
。
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
財
政
規

律
を
守
り
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を
踏
ま
え
た
予
算

で
あ
る
と
考
え
「
一
般
会
計
予
算
の
編
成
替
え
を
求

め
る
動
議
」
に
反
対
し
、「
原
案
」
に
賛
成
す
る
。

平
成
29
年
度
の
予
算
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

増
加
す
る
社
会
保
障
費
に
対
応
し
な
が
ら
規
律
の
あ

る
財
政
運
営
を
引
き
続
き
行
い
、
で
き
る
限
り
自
立

し
た
行
財
政
運
営
を
行
え
る
財
政
基
盤
の
確
立
に
取

り
組
み
つ
つ
、「
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
高

齢
者
も
若
者
も
、
誰
も
が
地
域
で
自
立
し
て
生
活
で

き
る
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
着

実
に
道
筋
を
つ
け
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

私
ど
も
が
予
算
要
望
し
た
も
の
や
事
業
等
に
つ
い
て

提
案
し
た
も
の
な
ど
、
き
ち
っ
と
反
映
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
平
成
29
年
度
予
算
は
、
こ
れ
か
ら
の
狛
江
改

革
に
必
要
な
「
組
織
力
」「
市
民
力
」「
連
携
力
」
の

さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
取
り
組
み
が
盛
り
込
ま
れ
、

ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
視
点
を
持
っ
た
行
政
経
費
・
コ

ス
ト
の
効
率
化
な
ど
が
図
ら
れ
て
い
る
予
算
と
な
っ

て
い
る
。
よ
っ
て
狛
江
市
議
会
公
明
党
は
予
算
原
案

に
賛
成
す
る
。

振
り
込
め
詐
欺
防
止
の
戸
別
訪
問
事
業
も
３
年
目

に
入
る
が
、
事
業
の
終
了
に
向
け
警
察
と
協
議
し
、

成
果
を
出
し
個
人
情
報
の
返
還
を
。
市
長
の
「
よ
い

文
化
に
触
れ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
押
し
つ
け
予
算
よ

り
す
べ
き
こ
と
あ
り
。
市
長
の
間
違
い
を
糺
せ
な
い

幹
部
職
員
の
報
酬
の
値
上
げ
は
賛
成
で
き
な
い
。
国

土
の
原
発
放
射
能
汚
染
が
進
む
中
、
国
は
軍
事
予
算

拡
大
な
ど
誤
っ
た
か
じ
取
り
。
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
や
環
境
政
策
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

大
変
な
時
代
を
、
憲
法
を
遵
守
し
て
ぶ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
。
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
は
化
学
物
質

汚
染
の
観
点
も
入
れ
て
つ
く
れ
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
の
国
策
で
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
受

益
者
負
担
で
１
件
1
8
0
0
円
以
上
徴
収
せ
よ
。
学

童
保
育
、
住
宅
政
策
の
お
く
れ
は
指
摘
。
地
域
包
括

ケ
ア
担
当
増
に
期
待
。
和
泉
多
摩
川
ぽ
か
ぽ
か
広
場

裁
判
で
は
市
と
し
て
の
信
義
則
を
守
れ
。

平
成
29
年
度
狛
江
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

賛
成
の
立
場
か
ら
自
由
民
主
党
・
明
政
ク
ラ
ブ
の
意

見
を
申
し
上
げ
る
。
平
成
29
年
度
予
算
規
模
は
、
一

般
会
計
予
算
額
で
見
る
と
2
6
6
億
9
千
万
円
と
な

り
、
前
年
度
比
1
億
2
百
万
円
、
0
・
４
％
の
増
と
な

る
予
算
案
が
示
さ
れ
た
。
臨
時
財
政
対
策
債
へ
の
依

存
度
を
拡
大
せ
ず
に
必
要
な
一
般
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
る
中
、
歳
入
に
お
け
る
市
債
予
算

額
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
と
事
業
債
を
合
わ
せ
て
17

億
1
2
3
0
万
円
、
歳
出
に
お
け
る
公
債
費
の
元
金

償
還
額
17
億
6
6
8
0
万
円
以
内
と
し
て
お
り
、
事

業
債
も
元
金
償
還
額
以
内
の
予
算
額
と
し
て
お
り
、

中
期
財
政
計
画
の
市
債
発
行
額
の
基
準
を
守
っ
た
予

算
で
あ
る
。
保
育
施
設
を
新
た
に
5
施
設
開
設
し
、

保
育
定
員
を
2
5
5
名
拡
大
。
今
後
も
財
政
運
営
を

行
う
上
で
は
、
次
世
代
に
負
担
の
か
か
ら
な
い
仕
組

み
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
責
務
。

無
会
派

辻
村
と
も
こ

一
般
会
計
予
算
額
は
2
6
6
億
9
千
万
円
、
前
年

度
比
1
億
2
百
万
円
、
０
・
４
％
増
、
納
税
義
務
者
の

増
加
等
に
よ
り
前
年
度
比
2
億
8
千
8
百
万
円
、

２
・
４
％
増
。
国
の
景
気
や
消
費
税
増
税
の
先
延
ば

し
等
、
交
付
金
関
係
は
減
少
と
厳
し
い
財
政
状
況
。

歳
出
は
、
待
機
児
童
対
策
保
育
園
増
設
等
子
育
て
支

援
の
充
実
、
岩
戸
北
七
差
路
交
差
点
へ
要
望
し
て
い

た
信
号
機
設
置
実
現
は
市
民
の
安
全
と
利
便
性
確
保

に
大
き
な
成
果
。
今
後
、
喜
多
見
駅
狛
江
口
改
札
口

設
置
を
要
望
。
自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
、
広
告

費
見
え
る
化
の
今
後
に
期
待
。
教
育
改
革
、
健
康
ポ

イ
ン
ト
制
度
推
進
、
乳
が
ん
検
診
啓
発
自
動
販
売
機

推
進
、
障
害
者
理
解
、
海
外
姉
妹
都
市
提
携
、
防
災

対
策
、
市
内
業
者
育
成
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
Ｃ
大
会
準
備
、

民
間
力
の
活
用
、
業
務
の
効
率
化
等
の
取
組
に
期
待

し
予
断
を
許
さ
な
い
財
政
状
況
の
中
で
、
未
来
に
ツ

ケ
を
残
さ
な
い
財
政
運
営
姿
勢
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

無
会
派

山
田
た
く
じ

市
は
、
国
の
税
収
も
少
子
高
齢
化
に
よ
り
こ
の
先

確
実
に
減
っ
て
い
く
こ
と
、
片
や
社
会
保
障
給
付
費

は
年
々
増
加
し
続
け
社
会
保
障
支
出
以
外
の
支
出
は

減
ら
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
事
実
を
市
民
に
し
っ
か
り

伝
え
る
べ
き
だ
。
都
も
税
収
は
確
実
に
減
少
、
老
朽

化
し
た
社
会
資
本
の
整
備
に
予
算
を
つ
ぎ
込
ま
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
れ
も
市
民
に
伝
え
る
義
務
が
あ
る
。

狛
江
市
と
し
て
は
他
を
頼
ら
ず
、
自
活
す
る
道
も
探

る
必
要
が
あ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
き
る
環
境
を
整
え

る
べ
き
で
あ
る
し
、
市
が
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

に
委
託
し
て
い
る
業
務
を
市
内
に
取
り
込
む
こ
と
も

考
え
る
べ
き
。
予
算
の
か
か
り
過
ぎ
て
い
る
公
設
公

営
保
育
園
の
民
営
化
、
市
直
営
の
小
学
校
給
食
の
民

営
化
は
正
し
い
。
市
内
公
共
施
設
、
イ
ン
フ
ラ
に
加

え
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
の
改
修
、
整
備
に

も
多
大
な
費
用
が
か
か
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
歳
出

面
で
も
財
政
規
律
に
則
っ
た
本
予
算
案
に
賛
成
す
る
。

無
会
派

市
原
広
子

狛
江
市
議
会
公
明
党

佐
々
木
貴
史

自
由
民
主
党
・
明
政
ク
ラ
ブ

三
角
武
久

反対

賛成

反対

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成

賛成
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